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喜賃眉内扱芯『隠 仕様 《使用例》 台付立ち上がり専用手すり ステップバー
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・ヽ 布団からの起き上がリ
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■つかまりやすい場所に
設笹します。

■肘を支点に上体を起こし、
パイプにつかまって身体を引き寄せて起き上がります。
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［ 手すリと台で床からの立ち上がりがグンと楽になります J 
ベッドや椅子からの立ち上がリ

材質（フレーム）

材質（ベース）

本体豆量

本体サイズ(mm)

パットサイズ(mm)

TAISコー ド

価格

アルミ

チス ール

17.5kg 

W585X0555XH550~880 

W556X0320XH250 · 300 · 350 

00837-000007 

85,800円（税抜78,000円）

オプション 【補助板】 保護シート付き

■手すりは左右ともに、高さを調節
することができ、立ち上がりやす
い位匿に移動して設匿します。

■片側に体菫をかけて
も安定しています。
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言デ＝ニニ

●補助板をフレーム本体の前後に取り付けることで、 ベースが大きく
なり安定性が高まります。

●裸足でふれても冷たくないよう、 また膝をついても痛くないよう

保温・緩衝材となる保護シー トがついています。

※前後の補助板は、同じ大きさで取り付け金具が違います。

材質（ベース）

本体塁量

本 体サ イズ(mm)

価格(2枚組）

スチール

5.2kg 

W396X0293 

（税抜9,800円）

心 警 告

血
⑤
g

t

士改
■土台板が浮くような

使い方はしないでく
ださい。

で立ち上
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■手すりやフレーム
のすき間に頭や首
等の身体の一部が

入らないように
十分注意してく
ださい。

確実にロック
されているか確認して
ください。

設置取付は、 納入業者または福祉用具専門相談員などの専門家に依頼してください。

■お申込み•お問合せ

匂餞式奎 9リ 2旦三ビリ
山形県鶴岡市美咲町32-7(〒997-0857)
TEL(0235)23-6333 FAX(0235)25-3889 

ふくし ようぐ

函 0120-294-409

http:/ /tamatsu.coJp 

お客様相談窓口
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10,780円



台付立ち上がり

専用手すり
ステップバー げ麿一 I

立ち上がりや起き上がりをしっかりサポー ト
手すりと台で床やベッドからの立ち上がりがグンと楽になります

（ つかまる、起こす、支える機能を、さらに使いやすくしました ］ 

一 、 ヽ
回から

|保温 ・ 緩衝材となる
円保護シー ト付き。
nl .-------- 両手すりは

55~88cmの高さで

88cm ： :I ＾ ; 
3cmきざみ11段階の
調節ができます。

j 3cmきざみ
① 

， 、...＾•
・①グリップは、取り替えが

できます。
②パットの高さは5センチ

55cm ＇ 間隔で、3段階の調節が
でき、状態に合わせた
使用ができます。

③コンパクトになって軽く、
-

▼ ，，，1 ョ ---一ー量ヤ�, I 運びやすくなりました。 ③ 

安定した握りで身体を支えたり、腕をしつかりのせることができます。
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楽な立ち上がりにつながるポイント

①立ち上がる際に、手や肘をついて状態を傾ける。
②指示した手の位閤より前方に頭や上体を持っていける。

（ 床から立ち上がるには、3つのステップが必要です ］ 

這う体勢になる ((!)ひざを伸ばしたまま身体をねじるのが
• ポイントです。腰をねじりながら、身体

を横に向けて、這う姿勢になっていきます。
この 「ねじり」が、立ち上がりを助けてくれます。

ひざを伸ばして座ります。

» 

手をついて、
身体をねじって斜め後ろへ。

» 

這う体勢に体勢になります。

台を使って高這いになる

這う体勢から台に手をつけば
上体が安定します。

» 

台に手をついてひざを立て
上体を前に傾ける。

腰を上げて上体を起こして
高這いになります。

» 

高さの違う2本の手すりを使って

徐々に腰をのはす

高這いから①→②→③→④
の低い位置の順で
手をついて
腰を伸ば
します。

パイプと2本の手すりを使い
除々に上体を
起こします。

» 

腰を伸ばして
立ち上がり
ます。

»




